
○事案への対応フロー図

※いじめ事案の内容によって学校が必要と認めたときは、児相や所轄警察署に相談・通報し連携する。

※調査によって明らかになった事実関係については、児童・保護者に対して、適時・適切な方法で提供・説明を行う。

※適宜、管理職には報告する。

事案に関する情報の収集・記録・共有

アンケートや相談・申告・通報・発見による事案と疑われる事案の認知

学校での対応を開始

事案に対する措置・対応

措置・対応の検証・修正

管理職に報告・連絡・相談

「 いじめ、問題行動 」の対応

重大事案の発生 経過観察

居場所づくり委員会

・校長・教頭

・総括教諭・児童指導担当

・教育相談コーディネーター

・該当学年、学年所属

市教委の指示に従い

対応する

当該学年・学年所属で対応

状況により
・児童指導担当
・教育相談コーディネーター
・養護教諭 にて対応

必要に応じて市教委へ協力要請

事案の解決
・市教委に報告 ・指導体制の見直し
・経過観察（再発防止）


